
   

　
ポ
リ
オ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
…
。
世

界
各
地
で
感
染
症
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
。

ポ
リ
オ
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
約
20
円
―
―

開
発
途
上
国
で
は
、
安
全
に
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
る
医
療
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
な
い

た
め
、
本
来
救
え
る
は
ず
の
命
が
日
々
失
わ

れ
て
い
る
。 

　
１
９
７
４
年
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
世
界
の
子
ど

も
た
ち
を
感
染
症
か
ら
守
る
た

め
、「
予
防
接
種
拡
大
計
画
（
Ｅ

Ｐ
Ｉ
）」※
を
開
始
。
世
界
各
国
で

予
防
接
種
を
推
進
し
、
そ
の
重

要
性
を
訴
え
続
け
て
き
た
。
大

洋
州
地
域
で
も
、
国
際
社
会
の

支
援
の
も
と
に
77
年
よ
り
Ｅ
Ｐ

Ｉ
が
推
進
さ
れ
、
２
０
０
０
年

に
は
ポ
リ
オ
を
根
絶
。
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日
咳
を
防

ぐ
Ｄ
Ｔ
Ｐ
三
種
混
合
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も

80
％
に
達
す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ

て
き
た
。 

　
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
量
の
算
出
や

調
達
、
適
切
な
温
度
下
で
の
管
理
、
使
用
済

み
注
射
針
・
注
射
器
の
安
全
な
廃
棄
に
関
す

る
知
識
や
技
術
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
、

新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
そ
こ

で
04
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
な
ど
を
含
む
協
力
パ

ー
ト
ナ
ー
と
大
洋
州
諸
国
・
地
域
が
協
働
で

「
大
洋
州
予
防
接
種
事
業
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）」
を
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
。

各
機
関
が
協
調
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
と
と
も

に
、
05
年
よ
り
大
洋
州
13
の
国
と
地
域
を

対
象
に
「
大
洋
州
予
防
接
種
事
業
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。 

   

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
の
は
、
長
崎

大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
森
田
公
一
教
授
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
の
勤
務
経
験
も
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
と
し
て
多
く
の

途
上
国
を
訪
問
し
て
い

る
。
ま
た
同
大
学
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
ア
フ
リ

カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米

に
多
数
の
感
染
症
専
門

家
を
派
遣
し
て
お
り
、

熱
帯
医
学
研
究
や
国
際

保
健
分
野
へ
の
協
力
で

は
長
い
歴
史
を
誇
る
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
森
田
教
授
を
は

じ
め
、
国
際
協
力
の
経

験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
６

人
が
、
現
地
で
専
門
家

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。 

　「
ワ
ク
チ
ン
は
い
わ
ゆ
る
„
生
も
の
“
な

の
で
、
輸
送
、
保
存
時
の
温
度
管
理
が
重
要

に
な
り
ま
す
」
と
森
田
教
授
。
し
か
し
大
洋

州
の
島
々
で
は
、
機
材
が
そ
ろ
っ
て
い
な
か

っ
た
り
、
管
理
プ
ロ
セ
ス
が
徹
底
し
て
い
な

か
っ
た
り
と
、
ワ
ク
チ
ン
が
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
と
状
態
で
、
病
院
な
ど
に
行
き
届
か
な

い
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
保
存
用
冷

蔵
庫
や
搬
送
用
機
材
の
維
持
管
理
、
ワ
ク
チ

ン
の
在
庫
管
理
な
ど
の
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
る
。 

 

「
大
洋
州
と
言
っ
て
も
、
国
・
地
域
に
よ

っ
て
使
用
し
て
い
る
機
材
も
さ
ま
ざ
ま
。
各

国
を
周
り
な
が
ら
、
看
護
師
や
技
術
者
を
対

象
に
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
技
術

移
転
を
行
っ
て
い
ま
す
」。
森
田
教
授
ら
は
、

予
防
接
種
に
関
す
る
現
状
を
調
査
し
な
が

ら
、
現
場
で
„
手
か
ら
手
へ
“
の
手
厚
い

指
導
に
精
を
出
す
。 

　
ま
た
、
年
１
回
、
日
本
の
協
力
で
04
年

に
建
設
さ
れ
た
フ
ィ
ジ
ー
の
新
医
薬
品
供
給

セ
ン
タ
ー
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
管
理
や
廃
棄
方

法
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
管
理
な
ど

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
国
・
地
域

の
指
導
者
が
学
ぶ
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

05
〜
08
年
ま
で
の
参
加
者
は
計
１
５
５
人
。

１
年
目
に
研
修
を
受
け
た
フ
ィ
ジ
ー
保
健
省

の
職
員
は
、
今
は
講
師
を
務
め
る
ま
で
に
成

長
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
国
で
も
随
時
研

修
を
行
い
、
そ
の
参
加
者
は
09
年
２
月
ま

で
に
４
４
２
人
に
も
上
っ
て
い
る
。 

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
予
防
接
種

事
業
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
維
持
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」

と
森
田
教
授
は
強
調
す
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
予
防
接
種
に
使

用
し
た
器
具
の
廃
棄
方
法
や
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
の
維
持
管
理
な
ど
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

を
制
作
。「
こ
れ
ま
で
分
厚
い
学
術
書
の
よ

う
な
も
の
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
日
々
の
業

務
で
使
用
で
き
る
実
用
的
な
内
容
に
し
ま
し

た
」。
実
際
に
、
現
場
で
も
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
。 

　
た
っ
た
１
本
の
ワ
ク
チ
ン
で
救
え
る
命
が

あ
る
―
―
現
地
に
は
、
そ
の
命
の
重
み
を
背

負
い
、
奮
闘
す
る
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。
１

日
も
早
く
、
大
洋
州
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
り
、
明
る
い
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
日
が
来
て
ほ
し
い
。 

 

（上）ソロモン諸島のタロアイランドで、コールドチェーンのワークショッ
プを行う笹川健造専門家
（中）キリバスの現地調査では、研修に参加した看護師の個別指導を
行った
（下）PIPSでは年1回会合を行い、各機関の支援の分担を協議・確
認している

※ジフテリア、破傷風、百日咳、ポリオ、麻疹、結核の6種の疾病に対する予防接種を推進する
事業。予防接種を通じて、開発途上国における5歳未満児死亡率の低下を目指す。

予防接種拡大を目指す 
長崎大学熱帯医学研究所 

世界で、5歳になる前に命を落とす子どもは1日に約2万6,000人。その多くが感染症によるもので、
予防接種を受ければ防げるケースも多い。JICAは、長崎大学熱帯医学研究所とともに、

大洋州地域で予防接種事業の拡大に取り組んでいる。

国 際 協 力 の 　 　 　  　  担 い 手 た ち  PLAYERS
B型肝炎ワクチンなどの効果を判定する
ため、血清検査の指導をする森田教授
（撮影：今村健志朗）

長
崎
大
学
の
教
授
陣
が 

専
門
家
と
し
て
活
躍 

国
際
社
会
が
協
働
で 

大
洋
州
地
域
を
支
援 

プロジェクトが制作した予防
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